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み
な
と
祭
は
、
こ
と
し
80
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
み
な
と
祭
前
夜
祭
企
画
実
施
本
部
は
、
み
な

と
祭
前
夜
祭
と
し
て
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ

２
０
２
５(

よ
う
か
い
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
２
０
２
５)

」
を

７
月
26
日
に
開
催
し
ま
す
。

野
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６
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ぶ
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６
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ぶ
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６
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ぶ
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７月26日

　
同
フ
ェ
ス
の
開
催
は
、
境

港
で
は
６
年
ぶ
り
と
な
る
野

外
フ
ェ
ス
の
復
活
と
な
り
ま

す
。
例
年
開
催
し
て
い
た
ジ

ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
一
旦
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
今
回
は
全
国

の
音
楽
フ
ァ
ン
か
ら
圧
倒
的

な
支
持
を
得
て
い
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
を
呼
ん
で
、
盛
大
な

音
楽
祭
と
す
る
予
定
で
す
。

　
同
フ
ェ
ス
に
出
演
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
は
▽
佐
藤
竹ち

く

善ぜ
ん

(
シ
ン
グ
ラ
イ
ク
ト
ー
キ
ン
グ)

▽
一ひ

と

　と

　よ
う

青
窈
▽
藤ふ

じ

巻ま
き

亮り
ょ
う

太た(

レ

ミ
オ
ロ
メ
ン)
▽
杏き

ょ
う

子こ W
ith 

あ
ら
き
ゆ
う
こ
▽BLACK

 
BOTTOM

 BRASS BAN
D

―
の
皆
さ
ん
。

　
み
な
と
祭
前
夜
祭
企
画
実

施
本
部
の
担
当
者
は
「
み
な

と
祭
80
周
年
を
迎
え
、
６
年

ぶ
り
の
野
外
フ
ェ
ス
を
開
催

で
き
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
あ

ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
26
日
㈯
　
午
後

５
時(

開
場
４
時)

～
10
時

会
場
　
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車

場
特
設
ス
テ
ー
ジ(

境
港
市

　
１
９
４
６
年
に
戦
後
の
復

興
を
祈
願
し
て
始
ま
っ
た
み

な
と
祭
は
、
こ
と
し
で
80
回

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
、
み
な
と
祭
実
行

委
員
会
は
昨
年
以
上
の
内
容

と
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
い

つ
に
も
増
し
て
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
中
で

す
。

　
例
年
の
大
漁
祈
願
祭
、
お

祭
り
広
場(

縁
日
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
ほ
か)

に
加
え
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
な
ど
で
、

実
施
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

灯
ろ
う
流
し
に
代
わ
り
、
自

分
で
絵
や
文
字
を
書
い
て
作

っ
た
提
灯(

灯
ろ
う)

を
持

っ
て
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を

練
り
歩
く
「
提
灯
歩
き
」
も

実
施
。

　
さ
ら
に
、
こ
と
し
が
昭
和

１
０
０
年
に
当
た
る
た
め
、

80
年
代
か
ら
90
年
代
ま
で
の

　第15回Sea級グルメ全国大会in境港で、私
ども「みなとオアシス八幡浜みなっと」チームは、
好天にも恵まれ1,900個の「じゃこカツ」を販売
することができ、第３位という好成績を残すこ
とができました。これまで、15回開催の中でも
思い出に残る大会でした。大変お世話になり、
ありがとうございました。
　今回の境港大会は、海のご当地グルメの普
及だけではなく「ごみゼロ」を掲げ、出展者の
プラスチック食器の素材統一に取り組み、55％
のリサイクルを達成
したことは、大きな
足跡を残されたと思
います。
　地域メディアが、
八幡浜市が３位に
なったことに加え、

「ごみゼロ」の取り組みについても、３月４日に
愛媛県内のテレビ番組で紹介しました。
　訪れてみたい「境港市」の多くのお土産と共
に思い出を持ち帰った晩秋も過ぎ、今の季節の
八幡浜市は、みかんの花が咲きほころび、街中
にも柑橘の香りがただよい、良き季節を迎えて
います。
　「みかん、さかな、ちゃんぽん」のまち・八幡
浜市へ皆さんのご来浜を心からお待ちしています。
　資料提供：みなとオアシス八幡浜みなっと
　　　　　 みなと交流館 館長 木村謙児氏

私たちのまちのＳｅａ級グルメ ⑫

今大会でも人気を博したじゃこカツ

第３位を獲得した「じゃこカツ」
― みなとオアシス八幡浜みなっと ―

大
正
町)

入
場
料
　
▽
一
般
＝
８
０
０

０
円(

税
込)

▽
高
校
生
以

下
＝
４
０
０
０
円(

税
込)

懐
か
し
い
ヒ
ッ
ト

曲
を
テ
ー
マ
に
し

た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
て

い
ま
す
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
花
火
大
会

(

境
水
道
で
40
分

程
度)

は
、
昨
年

の
倍
と
な
る
約
２

０
０
０
発
の
花
火

を
打
ち
上
げ
る
予

定
で
す
。

　
同
実
行
委
員
会

の
担
当
者
は
「
近

年
の
気
温
上
昇
へ
の
対
策
と

し
て
、
救
護
班
の
充
実
や
見

回
り
、
水
を
使
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
な
ど
、
参
加
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
に

と
っ
て
、
安
全
・
安
心
な
み

な
と
祭
と
な
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

み
な
と
祭
募
金
に
ご
協
力
を

　
み
な
と
祭
実
行
委
員
会
は
、

　
詳
し
く
は
、
よ
う
か
い
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
よ
う
か
い

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
」
で

検
索
、２
次
元
コ
ー
ド
参
照)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
は
、
同
前
夜
祭
企
画
実

施
本
部(

事
務
局
＝
境
港
市

観
光
振
興
課

内
・
☎
47
―

１
０
６
８)

ま
で
。

① ② ③

⑤④

80
周
年
の
節
目
で
新
企
画
も

７
月
27
日
開
催 

み
な
と
祭

境
港
市
内
や
美
保
関
町
、
八

束
町
の
約
１
０
０
カ
所
の
公

共
施
設
や
店
舗
な
ど
に
「
み

な
と
祭
募
金
箱
」
を
順
次
設

置
し
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、

み
な
と
祭
全
体
の
運
営
費
の

一
部
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
企
画
実
施

本
部
事
務
局(

☎
47
―
３
８

８
０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花
火

出演アーティストの皆さん（敬称略、①佐藤竹善 ②一青窈 ③藤巻亮太 
④杏子 With あらきゆうこ ⑤BLACK BOTTOM BRASS BAND）
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ち
ょ
っ
と拝 見

末広ドライ

新
鋭
の
乾
燥
仕
上
げ
機
を
導
入

作
業
着
の
大
量
処
理
に
力

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
を
山
陰
各
地
で
展
開
す
る
㈲
末
広
ド

ラ
イ(

外
江
町
、
岩
木
宏こ

う

治じ

社
長)

は
こ
の
た
び
、
新
鋭
ラ
ン

ド
リ
ー
乾
燥
仕
上
げ
機
「
ノ
ン
プ
レ
ス
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
」

を
導
入
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
同
社
の
乾
燥
仕
上

げ
機
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ノ
ン
プ
レ
ス
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ャ
ー
は
、
ア
イ
ロ
ン
作
業
の

い
ら
な
い
乾
燥
仕
上
げ
機
で

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
㈱
島
谷
水
産(

昭

和
町)

の
島
谷
憲
司
社
長

に
伺
い
ま
し
た
。

　
当
社
の
創
業
時
期
は
、
ま

だ
戦
後
の
混
乱
が
色
濃
く
残

る
１
９
５
０(

昭
和
25)

年
ご

ろ
に
、
賀
露
出
身
の
私
の
父

親
が
母
の
出
身
地
で
あ
る
境

港
で
個
人
商
と
し
て
鮮
魚
卸

(

仲
買)

業
務
を
始
め
た
こ

と
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
創
業
時
の
様
子
は
、
私
が

生
ま
れ
る
前
の
こ
と
で
あ
り

良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
幼

心
に
覚
え
て
い
る
の
は
魚
市

場
が
境
水
道
沿
い
に
あ
り
、

魚
の
移
動
は
「
大
八
車
」
や

「
オ
ー
ト
三
輪
車
」
で
、
出

荷
は
国
鉄
の
「
貨
車
積
み
」

等
々
と
い
っ
た
情
景
で
す
。

　
末
っ
子
長
男
で
あ
る
私
は
、

幼
少
期
に
お
い
て
、
両
親

(

特
に
母
親)

の
金
銭
的
苦

労
を
見
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

鮮
魚
仲
買
業
と
い
う
社
業
に

は
全
く
興
味
な
く
、
他
の
職

業
を
目
指
し
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。
父
親
も
一
代
限
り

の
商
売
と
考
え
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
紆
余
曲
折
が
あ
り

結
局
、
家
業
を
継
ぐ
べ
く
１

９
８
３(

昭
和
58)

年
に
帰
郷

し
、
入
社
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
境
港
は
、
昭
和
町

に
市
場
を
新
設
し
、
旋ま

き

網
の

水
揚
げ
は
年
々
飛
躍
的
に
増

加
し
て
、
同
業
者
は
セ
レ
ク

タ
ー
工
場(

選
別
工
場)

、
大

型
冷
蔵
庫
な
ど
を
新
設
し
て

ど
ん
ど
ん
事
業
を
拡
大
す
る

時
代
で
し
た
が
、
我
が
社
は

従
前
と
同
じ
で
、
近
海
物
の

み
を
職
員
２
人
と
父
親
、
経

理
は
母
親
と
い
う
社
内
体
制

で
、
設
備
も
不
十
分
な
状
態

で
し
た
。

　
ま
た
私
は
と
い
う
と
、
業

界
の
基
本
用
語
も
、
競
り
に

つ
い
て
の
知
識
も
無
く
、
焦

り
と
不
甲
斐
な
さ
に
落
ち
込

む
ば
か
り
。
そ
の
よ
う
な
中
、

業
界
の
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

「
お
前
の
親
父
さ
ん
に
世
話

に
な
っ
た
こ
と
は
、
お
前
に

返
す
」
と
、
激
励
し
て
色
々

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

今
日
の
自
分
が
あ
る
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
何
の
生
産
手
段
も
持
た
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
旋
網
物
を

扱
う
べ
く
中
古
の
機
械
を
集

め
て
最
低
限
度
の
選
別
ラ
イ

ン
を
導
入
し
、
会
社
と
し
て

初
め
て
工
場
用
地
を
取
得
し

て
最
小
限
度
の
冷
凍
・
冷
蔵

庫
施
設
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
品
工
場
を
立
ち

上
げ
、
個
人
商
か
ら
有
限
会

社
・
株
式
会
社
へ
と
法
人
化
。

さ
ら
に
、
量
販
店
へ
の
テ
ナ

ン
ト
８
店
舗
の
出
店
と
社
業

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
、
こ
の
業
界
先
達

の
助
言
と
協
力
に
よ
る
も
の

で
す
。

創業の創業の 37

先達の助言と協力に感謝
― 島谷水産 ―

頃

　
創
業
以
来
、
仲
買
業
務

は
境
港
の
水
揚
げ
と
国
内

の
市
況
さ
え
把
握
す
れ
ば

成
り
立
ち
う
る
も
の
で
し

た
が
、
近
年
は
国
際
情
勢
、

景
気
の
動
向
、
就
労
者
の

確
保
、
不
慮
の
災
害
等
々
、

常
に
視
野
を
広
く
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
ま
だ
、
試
練
は
続

く
も
の
と
考
え
ま
す
が
、

自
分
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
て
、
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

幸
甚
に
存
じ
ま
す
。(

談)

　同店は1972(昭和47)年に、先代の足田仁
じん

氏が創業。創業か
ら３年ほどで先代が病に倒れたことをきっかけに、現在は社長
を務める義樹さんと弟である専務・登

のぼる

さんが中心となり、家族
の力で店を切り盛りしています。
　店では「味を守り続ける」ことを大切にしており、人気の「五
目あんかけ焼きそば」は、約50年にわたり同じ製法で提供。ス
ープに使用する豚骨や牛骨は、
地元・名和町の食肉処理場か
ら仕入れるこだわりの「げん
こつ(大腿骨部分)」を使用し
ています。
　また「海老の玉子とじごは
ん」には、ブラックタイガー
を贅沢に使用。原材料の高騰
が続く中でも、妥協せずに質
を守り続けています。
　年配の常連客が多い一方
で、子どもの頃から通ってい
た人が大人になって訪れるケースも多く、「思い出の味」として
親しまれています。中でも子どもたちに人気の「オムライス」
は、何日もかけて仕込んだデミグラスソースが決め手。義樹さ
ん自ら手がけるこだわりの一品です。
　登さんは「味を続けていかないと『作る人変わったの？』と
聞かれてしまう。続けていくのもサービスのひとつ」と語りま
す。働き方にも工夫を凝らし、無理のない営業スタイルで「続
けていくこと」そのものを大切にしています。
　最後にお二人は「近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りくだ
さい」と笑顔で呼びかけました。
　詳しくは、同店(☎︎44－2423)にお問い合わせください。

Part

75企業探訪企業探訪企業探訪
地域とともに歩んだ半世紀

― 新来軒 ―

変わる時代に、変わらぬ味を

　清水町にある中華料理店・㈱新来軒(足田義
よし

樹
き

社長)は、創
業から50年以上にわたり、地域に愛される味を提供し続けて
います。今回の「企業探訪」は同店に登場していただきました。

同社スタッフがノンプレスフィニッシャー
に大量の作業着をセット

す
。
作
業
服
な
ど
を
濡
れ
た

ま
ま
、
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
て

投
入
す
る
だ
け
で
、
自
動
的

に
乾
燥
し
て
仕
上
げ
、
翌
日

に
は
納
品
で
き
ま
す
。

　
1
時
間
に
３
０
０
着
程
度

を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

乾
き
の
良
さ
と
シ
ワ
の
伸
び

の
良
さ
が
特
徴
で
す
。
高
い

乾
燥
効
率
の
一
方
で
、
蒸
気

消
費
量
を
抑
え
た
省
エ
ネ
機

構
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
業
服
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

ほ
か
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
Ｔ
シ

ャ
ツ
、
ブ
ラ
ウ
ス
、
ズ
ボ
ン
、

ス
カ
ー
ト
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
な

ど
も
対
応
可
能
。

　
加
工
場
の
作
業
服
や
病
院

の
白
衣
な
ど
は
、
日
々
汚
れ

る
た
め
、
毎
日
の
洗
濯
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
会
社
の
負

担
も
大
き
い
も
の
で
す
。
従

業
員
の
自
己
責
任
と
な
っ
て

い
る
会
社
も
少
な
く
な
い
と

の
こ
と
。

　
そ
の
点
、
こ
の
機
械
を
使

え
ば
、
価
格
も
安
く
、
素
早

く
き
れ
い
に
仕
上
が
り
、
長

持
ち
も
し
ま
す
。
し
か
も
毎

回
同
じ
水
準
の
仕
上
が
り
に

な
る
た
め
、
衛
生
面
で
飛
躍

的
に
向
上
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

界
は
需
要
が
減
っ
て
、
ピ
ー

ク
時
の
半
分
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
同
機
械
は
低
コ

ス
ト
で
、
大
量
に
処
理
で
き

る
た
め
、
同
社
の
経
営
力
向

上
の
強
い
味
方
に
も
な
り
そ

う
で
す
。

　
同
社
の
岩
木
佑
二
会
長
は

「
工
場
で
働
い
て
い
る
人
た

ち
の
作
業
服
な
ど
を
き
れ
い

に
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
導
入
し
ま
し
た
。
会

社
や
従
業
員
さ
ん
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

幸
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
５
８
３
０)

ま
で
。

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題

に
対
し
て
、
東
部
・
中
部
・

西
部
の
圏
域
ご
と
に
「
と
っ

と
り
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
構
成
し
て
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
県
と

商
工
団
体
、
金
融
機
関
、
信

用
保
証
協
会
や
産
業
支
援
機

関
な
ど
、
20
の
機
関
が
連
携

・
協
力
し
て
総
合
的
か
つ
集

中
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。 20の機関が連携

とっとり企業支援
ネット ワ ー ク

総合・集中的支援

店
舗
の
前
に
立
つ
足
田
義

樹
社
長（
右
）と
登
専
務

2
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で
、
輸
出
の
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ぜ
ひ

ト
ラ
イ
し
て
く
だ
さ
い
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
時

代
・
環
境
に
合
わ
せ
て
、

常
に
補
助
金
制
度
に
工
夫

が
し
て
あ
り
、
担
当
者
の

食
品
輸
出
に
取
り
組
む
熱

意
を
感
じ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
タ
ナ
カ
技
建(

竹
内
団
地
、
田
中

幸
雄
社
長)

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
主
に
港
湾
工
事
を

手
掛
け
る
建
設
会
社
で
、
各

種
の
船
舶
を
所
有
。
船
上
で

の
作
業
が
多
い
職
場
で
す
。

　
鳥
取
県
の
男
女
共
同
参
画

推
進
企
業
の
認
定
申
請
に
当

た
っ
て
は
、
事
務
所
の
ト
イ

レ
を
男
女
別
々
に
す
る
な
ど

の
社
内
環
境
整
備
と
各
種
規

定
の
改
定
を
実
施
。
男
女
共

に
働
き
や
す
い
職
場
に
な
る

よ
う
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
有
給
休
暇
は
、
多
く
の
社

員
が
順
調
に
取
得
し
て
い
ま

す
。
お
互
い
に
迷
惑
が
掛
か

ら
な
い
よ
う
に
上
手
に
調
整

す
る
な
ど
、
取
得
し
や
す
い

環
境
で
す
。
育
児
休
業
や
介

護
休
業
の
取
得
も
過
去
に
実

績
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
資
格
の
取
得
を
奨

励
し
、
取
得
後
は
資
格
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

　
同
社
で
働
く
女
性
は
、
事

務
部
門
の
２
人
で
す
。
伝
票

整
理
や
各
種
申
請
書
類
の
作

成
な
ど
、
重
要
な
仕
事
を
担

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
署
で

は
、
男
性
も
女
性
も
関
係
な

く
働
い
て
い
ま
す
。

　「
私
は
男
性
だ
か
ら
、
女

性
だ
か
ら
と
差
を
つ
け
る
考

え
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特

に
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
活
用
な
ど

の
分
野
で
、
女
性
の
活
躍
が

期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
は
女

性
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
任
せ

て
行
き
た
い
で
す
」
と
話
す

田
中
社
長
。

　
ま
た
「
現
場
は
、
海
上
で

の
力
仕
事
と
い
う
側
面
が
あ

る
の
で
、
女
性
に
好
ま
れ
る

職
場
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
や
る
気
の
あ

る
人
が
出
て
く
れ
ば
、
応
援

し
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
５
５
０
１)

ま
で
。

ー タナカ技建 ー
女性も男性も活躍できる職場へ
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ⑲

県担当者の田村佳利さん（右）と若松玲奈さん

　
境
港
商
工
会
議
所
は
市
内

事
業
者
に
向
け
て
、
各
種
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

経
営
相
談
会

　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

と
協
力
し
て
、
毎
月
第
２
火

曜
日
に
経
営
相
談
会
を
開
催

(

開
催
日
の
２
日
前
ま
で
の

予
約
が
必
要)

。
経
営
上
の

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

知
財
無
料
相
談
会
　

　
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財

総
合
支
援
窓
口
の
協
力
を
得

て
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
開

催(

開
催
日
前
日
午
前
中
ま

で
の
予
約
が
必
要)

。
知
的

所
有
権
に
関
す
る
様
々
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会

　
境
港
市
、
鳥
取
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

と
共
催
で
、
事
業
承
継
全
般

伝
票
を
作
成
中
の
同
社
ス
タ
ッ
フ

に
関
す
る
相
談
会
を
毎
月
第

３
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す

(

開
催
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要)

。

　
会
場
は
、
い
ず
れ
も
境
港

商
工
会
議
所 

経
営
支
援
室

(

上
道
町)

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

支
援
メ
ニ
ュ
ー
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

食
品
分
野
の
海
外
展
開
に
助
成

―
ど
ん
な
補
助
金
で
す
か
。

　「
県
内
事
業
者
の
皆
さ

ん
が
県
内
で
生
産
し
た
農

林
水
産
物
な
ど
の
食
品
を

海
外
へ
展
開
す
る
取
り
組

み
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。

生
産
・
製
造
が
県
内
で
行

わ
れ
て
い
れ
ば
、
原
材
料

は
県
外
の
も
の
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
１
社
あ
た
り

　

鳥
取
県
は
、
県
内
で
生
産
さ
れ
る
食
品
の
輸
出
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
輸
出
促
進
活
動
を
支
援
す
る
補
助
金
を
設

け
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
海
外
展
開
の
ス
ス
メ
」
は
、
県

の
販
路
拡
大
・
輸
出
促
進
課
の
「『
食
パ
ラ
ダ
イ
ス
鳥
取
県
』

輸
出
促
進
活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
担
当

の
田
村
佳た

か

利と
し

さ
ん
と
若
松
玲れ

い

奈な

さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

最
大
で
年
間
２
０
０
万
円
ま

で
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」

―
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
に

対
応
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　「
１
社
で
取
り
組
む
一
般

型
や
５
社
以
上
で
取
り
組
む

グ
ル
ー
プ
型
、
初
め
て
取
り

組
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
型
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
方
に

合
わ
せ
た
使
い
方
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

―
活
用
事
例
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　「
グ
ル
ー
プ
型
で
は
、
県

内
酒
造
会
社
６
社
が
共
同
で

イ
ン
ド
へ
の
日
本
酒
の
販
路

拡
大
に
取
り
組
ん
だ
事
例
や
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
型
で
は
、
輸
出

経
験
の
な
い
県
内
事
業
者
が

韓
国
の
百
貨
店
で
珈
琲
の
販

促
活
動
を
行
っ
た
事
例
が
あ

り
ま
す
」

―
以
前
と
変
わ
っ
て
い
る
内

容
が
あ
り
ま
す
か
。

　「
は
い
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

商
談
や
販
促
が
一
般
的

に
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
『
海
外
渡
航
』
を
補

助
要
件
か
ら
外
し
ま
し

た
。
そ
の
代
わ
り
、
事

業
者
自
身
は
渡
航
せ
ず
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
ら

に
依
頼
し
て
広
報
す
る

場
合
に
も
、
そ
の
広
告

費
を
助
成
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

―
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　「
こ
の
補
助
金
は
、
事
例

と
し
て
紹
介
し
た
以
外
に
も
、

現
地
で
バ
イ
ヤ
ー
ら
へ
の
提

案
会
を
開
催
し
た
り
、
海
外

の
イ
ン
ポ
ー
タ
ー(

輸
入
業

者)

を
招
く
と
い
っ
た
事
業

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
幅
広

い
費
用
が
助
成
対
象
に
な
る

使
い
や
す
い
補
助
金
で
す
の

６
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

境
　港

商
議
所

各
種
個
別
相
談
会

職務執行者の変更

大新・宮本社長が就任
境港商議所 常議員

　
境
港
商
工
会
議
所
常
議
員

の
う
ち
、
㈱
大
新
の
職
務
執

行
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

任
期
は
２
０
２
５
年
10
月
31

日
ま
で
で
す
。

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

６月の相談会スケジュール

６月10日㈫ 午後1時～4時

６月11日㈬ 午後1時～4時

６月19日㈭ 午後1時～4時

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り
。

宮
本
隆
史(

み
や
も
と
・
た

か
し)

▽
事
業
所
＝
㈱
大
新

(

境
港
市
昭
和
町)

▽
役
職

＝
代
表
取
締
役
社
長
▽
変
更

年
月
日
＝
２
０
２
５
年
４
月

22
日
付
▽
前
任
者
＝
山
本
一

徳(

前
・
代
表
取
締
役
社
長)

3



漁師風いか醤油漬け株式会社福　栄
「おすすめの一品」
漁師風いか醤油漬け
刺身用のスルメイカを塩分控
えめのマイルドな無添加タレ
に漬け込みました。

解凍するだけ
の簡便調理で、
女性やお子様
にも人気です。

FUKUEI

食品部・鉄工部

〒６８４－００３４ 鳥取県境港市昭和町５－６
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こ
の
た
び
、
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
鳥
取(

推

進
支
援
セ
ン
タ
ー)

の
セ
ン
タ
ー
長
に
長
谷
川
誠
氏(

特
定
社

会
保
険
労
務
士)

が
就
任
。
同
オ
フ
ィ
ス
の
運
営
な
ど
に
つ

い
て
、
長
谷
川
セ
ン
タ
ー
長
に
伺
い
ま
し
た
。

―
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
の
運

営
が
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　「
は
い
。
こ
れ
ま
で
、
各

県
ご
と
に
実
施
機
関
が
異
な

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年

度
は
全
国
社
会
保
険
労
務
士

会
連
合
会
が
全
国
一
律
で
受

託
し
ま
し
た
。
鳥
取
県
の
場

合
は
、
当
オ
フ
ィ
ス
に
登
録

し
た
県
内
約
40
人
の
社
会
保

険
労
務
士
が
対
応
し
ま
す
」

―
実
施
内
容
も
少
し
変
わ
り

ま
し
た
ね
。

　「
働
き
方
改
革
関
連
法
の

周
知
徹
底
と
働
き
方
改
革
に

関
す
る
取
り
組
み
の
推
進
が

主
な
内
容
で
す
が
、
就
業
規

則
の
作
成
な
ど
、
働
く
環
境

の
整
備
に
関
す
る
取
り
組
み

を
幅
広
く
支
援
し
ま
す
」

―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
か
。

　「
時
間
外
労
働
の
削
減
、

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
推
進
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
、
育
児

休
業
・
介
護
休
業
の
推
進
、

賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
に
活

用
で
き
る
労
務
管
理
関
係
の

助
成
金
の
紹
介
な
ど
で
す
」

―
サ
ポ
ー
ト
の
体
制
は
。

　「
平
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
社
会
保
険

労
務
士
が
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
相
談
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

ま
た
、
会
社
を
訪
問
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も

無
料
で
す
。
そ
し
て
、
セ
ミ

ナ
ー
や
個
別
相
談
会
な
ど
も

各
地
で
実
施
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
」

―
働
き
方
改
革
は
な
ぜ
、
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
人
口
減
少
社
会
の
今
、

い
か
に
良
い
労
働
者
を
確
保

す
る
か
が
切
実
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
労
働
環
境
を

整
え
て
き
た
事
業
所
は
、
優

秀
な
人
材
を
確
保
で
き
て
い

ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
行
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
」

職場環境整備で優秀な人材確保へインタビュー

働き方改革サポート
オ フ ィ ス 鳥 取長谷川センター長に聞く

同オフィスをPRする長谷川誠セ
ンター長（＝境港商工会議所）

　
産
業
雇
用
安
定
助
成
金

(

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
コ
ー

ス)

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
同
助
成
金
は
、
労
働
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
す

る
在
籍
型
出
向
を
実
施
し
た

出
向
元
事
業
主
に
対
し
て
、

負
担
し
た
出
向
中
の
賃
金
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
在
籍
型
出
向
は
、
業
務
効

率
化
や
管
理
職
な
ど
を
養
成

す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
注

目
さ
れ
て
お
り
、
自
社
に
な

い
実
践
で
の
経
験
に
よ
る
新

た
な
ス
キ
ル
の
習
得
が
期
待

　
境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
買
え
る
の
か

を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈲
丸
八
水

産(

福
定
町
、
濵
口
靖
社
長)

の
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
濵
口
虎
太
郎

氏
が
１
９
１
６(

大
正)

５

年
に
設
立
。
昭
和
初
期
、

年
間
操
業
で
あ
っ
た
松
葉

ガ
ニ
の
資
源
保
護
の
た
め

に
全
国
の
漁
民
に
呼
び
か

け
、
苦
難
の
末
、
現
在
の

禁
漁
期
間
を
作
り
ま
し
た
。

　
１
９
６
９(

昭
和
44)

年
に

は
、
山
陰
遠
洋
漁
業
の
大
国

丸
が
沖
合
で
の
試
験
操
業
に

成
功
し
た
こ
と
を
受
け
、
同

社
で
試
験
ボ
イ
ル
を
試
み
、

成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
時
か

ら
、
境
港
の
特
産
品
と
し
て

全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

　
以
来
、
同
社
は
カ
ニ
の
専

門
店
と
し
て
松
葉
ガ
ニ
や
紅

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
な
ど
の
加
工
・

販
売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

販
売
し
て
い
る
の
は
、
境
港

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
内
の

店
舗(

昭
和
町)

と
同
社
直

営
店
・
か
に
の
ま
る
は
ち

(

福
定
町)

で
す
。

　
こ
の
た
び
、
蟹
の
美
味
し

さ
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
紅

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
ら
ぁ
麺
」
を
開

発
。
カ
ニ
と
煮
干
し
に
カ
ニ

み
そ
も
加
え
た
出だ

汁し

で
ス
ー

プ
を
作
り
、
新
感
覚
の
細
麺

で
仕
上
げ
ま

し
た
。
ラ
ー

メ
ン
の
上
に

は
、
食
べ
や

す
い
状
態
に

な
っ
て
い
る

紅
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
も
乗
っ
て

い
ま
す
。

　
同
ラ
ー
メ

ン
は
カ
ニ
の
量
に
よ
っ
て
、

シ
ン
グ
ル
、
ダ
ブ
ル
、
ト
リ

プ
ル
が
あ
り
ま
す
。
提
供
し

て
い
る
の
は
、
米
子
鬼
太
郎

空
港
２
階(

佐
斐
神
町)

の

ま
る
は
ち
屋
で
す
。

　
濵
口
社
長
は
「
カ
ニ
本
来

の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

境港発商品

発見

紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
ら
ぁ
麺

丸
八
水
産

同
ラ
ー
メ
ン
を
紹
介
す
る
濵
口
靖
社
長

　
境
港
市
は
、
市
内
取
扱
店

舗
で
の
買
物
や
食
事
な
ど
の

際
に
幅
広
く
利
用
で
き
る

「
第
４
弾 

地
元
で
買
お
う
！

食
べ
よ
う
！
さ
か
い
み
な
と

応
援
券
」
を
、
６
月
末
頃
に

か
け
て
市
民
１
人
に
つ
き
１

冊
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
同
応
援
券
は
、
燃
油
を
は

じ
め
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

原
材
料
な
ど
の
価
格
高
騰
、

そ
れ
に
伴
う
商
品
価
格
の
値

上
げ
が
続
い
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
経
済
や
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
及
ん
で

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
配
布
す
る

も
の
で
す
。
地
元
の
店
舗
で

広
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
同
応
援
券
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

対
象
者
　
こ
と
し
５
月
１
日

現
在
で
、
境
港
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
人

送
付
冊
数
　
対
象
者
１
人
に

つ
き
１
冊(

世
帯
主
あ
て
に
、

世
帯
員
分
を
ま
と
め
て
送

付)金
額
　
１
冊
に
つ
き
２
５
０

０
円
分(

５
０
０
円
券
×
５

枚
綴
り)

利
用
期
限
　
２
０
２
５
年
10

月
31
日
㈮

　
応
援
券
を
利
用
で
き
る
店

舗
は
次
の
２

次
元
コ
ー
ド

か
ら
確
認
で

き
る
ほ
か
、

店
舗
に
ス
テ
ッ
カ
ー
・
ポ
ス

タ
ー
が
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
取
り
扱
い
店
舗
は
随

時
募
集
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
水
産

商
工
課(

☎
47
―
１
０
５
６)

へ
。

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

産
業
雇
用
安
定
助
成
金

鳥取労働局

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援
コ
ー
ス

で
き
ま
す
。

　
助
成
対
象
と
な
る「
出
向
」

は
▽
労
働
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
▽
出
向
期
間
終
了
後
は

元
の
事
業
所
に
戻
っ
て
働
く

こ
と
▽
労
働
者
の
出
向
復
帰

後
６
カ
月
間
の
各
月
の
賃
金

を
出
向
前
賃
金
と
比
較
し
て

い
ず
れ
も
５
㌫
以
上
上
昇
さ

せ
る
こ
と
―
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
半
分
以
上
を

出
向
先
で
勤
務
す
る
場
合

(

部
分
出
向)

も
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
鳥
取
労
働
局
」
で
検
索
、

２
次
元
コ
ー
ド
参
照)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
問
い

合
わ
せ
は
、
同
労
働
局
職
業

対
策
課(

☎

０
８
５
７
―

29
―
１
７
０

８)

ま
で
。

さかいみなと応援券

ただいま配布中
新規取扱店舗も募集

第４弾

き
る
形
態
と
し
て
、
ラ
ー

メ
ン
を
選
び
ま
し
た
。
空

港
を
利
用
す
る
県
内
外
の

人
に
美
味
し
く
食
べ
て
も

ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

42
―
２
６
９
０)

ま
で
。

所在地 鳥取市富安長
　　　　　　　　1－152
　　　　（ＳＧビル１階)
電　話 0857－30－0350
ＦＡＸ 0857－30－0351

働き方改革サポート
オ フ ィ ス 鳥 取
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代表取締役社長

〒684ｰ0004 鳥取県境港市昭和町12番地8－4
TEL 0859ｰ44ｰ0626　  FAX 0859ｰ44ｰ0696

平  岡  克  成

日本通運株式会社のグループ会社である当社は、グループのホールディングス体制移行に合わせ、2022年１月１日に
グループブランド「NX」の展開の一環として、『境港物流株式会社』から『NX境港物流株式会社』へ社名変更しました。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

開
放
的
な
空
間
で
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か

運
用
開
始

NX境港海陸

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

クローズアップ
　

Ｎ
Ｘ
境
港
海
陸
㈱(

大
正
町
、
清
水
俊と

し

和か
ず

社
長)

は
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
」
の
運
用
を
５

月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
今
回
の
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
、

同
ス
ペ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し
げ

る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
の
執
筆
者
は
、
渡
部
紗さ

弥や

佳か

さ
ん
で
す
。

　
水
木
し
げ
る
記
念
館
の
常

設
展
示
第
５
章
「
水
木
し
げ

る
の
漫
画
ワ
ー
ル
ド
」
で
は
、

『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
』『
悪
魔

く
ん
』『
河
童
の
三
平
』
な

ど
の
代
表
作
は
も
ち
ろ
ん
、

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
今
ま
で
ご
存
じ
な
か
っ
た

隠
れ
た
名
作
に
も
出
会
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
水
木
し
げ
る
が
一
躍
、
人

気
漫
画
家
と
な
っ
た
き
っ
か

け
の
作
品
『
テ
レ
ビ
く
ん
』、

水
木
し
げ
る
独
自
の
ま
な
ざ

し
で
描
い
た
人
物
伝
『
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
』『
猫
楠
』、
社
会
問

題
に
切
り
込
み
、
風
刺
に
富

ん
だ
『
コ
ケ
カ
キ
イ
キ
イ
』、

ほ
か
に
も
多
数
の
作
品
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
水
木
し
げ
る

の
漫
画
ワ
ー
ル
ド
を
押
し
広

げ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
作
品

た
ち
で
す
。

　
ま
た
、
展
示
室
に

は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ

ッ
ズ
や
出
版
さ
れ
た

書
籍
も
並
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
外
国

語
に
翻
訳
さ
れ
、
海

外
で
出
版
さ
れ
た
書

籍
も
。
水
木
作
品
の

魅
力
は
、
国
や
地
域

を
超
え
て
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
水
木
し
げ

る
の
漫
画
ワ
ー
ル
ド

に
、
当
記
念
館
で
浸

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

第5章 水木しげるの漫画ワールド　Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館パートⅪ
水木しげるの漫画作品

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
仕
事

や
勉
強
を
す
る
た
め
に
利
用

で
き
る
共
有
の
作
業
空
間
で

す
。
異
な
る
職
種
や
業
種
の

人
々
が
集
ま
る
た
め
、
新
し

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
ま

し
た
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
オ
フ

ィ
ス
な
ど
に
詳
し
い
、
北
詩し

織お
り

さ
ん
が
同
社
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
な
っ
て
か
ら
利
用
の
仕

方
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど

で
運
用
方
法
が
明
確
に
な
り
、

こ
の
た
び
の
正
式
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
同
ス
ペ
ー
ス
は
、
開
放
的

な
空
間
に
▽
個
室
ブ
ー
ス
▽

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ブ
ー
ス
▽
リ

ラ
ッ
ク
ス
ブ
ー
ス
▽
カ
フ
ェ

ブ
ー
ス
▽
集
中
ブ
ー
ス(

集

中
す
る
の
に
適
し
た
空
間)

▽
会
議
室(
10
人
程
度
入
室

可
能)

―
が
あ
り
ま
す
。
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
フ
リ
ー
で
、
各
座

席
に
コ
ン
セ
ン
ト
も
付
い
て

い
ま
す
。

　
ド
リ
ン
ク
は
コ
ー
ヒ
ー
、

紅
茶
、
お
茶
、
水
が
飲
み
放

題
。
電
子
レ
ン
ジ
や
ト
ー
ス

タ
ー
も
完
備
し
、
こ
こ
で
食

い
交
流
が
生
ま
れ
や
す
い
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
同
社
は
、
２
０
２
３
年
に

1
階
の
部
署
を
改
装
し
同
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
。
社
内
に
あ

る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

事
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

利
用
時
間
は
、
平
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

同
ス
ペ
ー
ス
の
契
約
料
金
は
、

１
カ
月
２
万
円(

半
年
間
ず

つ
の
更
新)

で
、
５
人
ま
で

同
時
利
用
が
で
き
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
で
利
用

す
る
場
合
は
、
１
回
５
０
０

０
円
。
ま
た
、
会
議
室
の
利

用
料
は
1
日
３
０
０
０
円
で

す
。

　
同
社
は
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
に

あ
る
た
め
、
県
外
か
ら
飛
行

機
で
米
子
鬼
太
郎
空
港
に
到

着
し
た
場
合
に
Ｊ
Ｒ
を
利
用

し
て
す
ぐ
に
到
着
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
北
さ
ん
は
「
境
港
の
ビ
ジ

ネ
ス
や
連
携
が
生
み
出
せ
る

場
所
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
併
せ
て
、
企
業
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ッ

チ
ン
グ
も
図
れ
れ
ば
。
そ
し

て
、
当
社
と
地
域
の
交
流
が

促
進
で
き
る
場
所
に
し
た
い

で
す
。
将
来
的
に
は
、
個
人

や
地
域
の
人
に
も
使
っ
て
も

ら
い
、
も
っ
と
市
民
と
近
づ

け
る
場
所
に
し
た
い
」
と
話

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
仕
事
を
す
る
皆
さ
ん

し
ま
し
た
。

　
同
ス
ペ
ー
ス
利
用
の
申
込

み
は
、
同
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(cow

orking@
sakai-

kairiku.co.jp

・
２
次
元
コ

　
境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ

推
進
協
議
会
は
、
こ
と
し
で

12
回
目
と
な
る
境
港
ま
ぐ
ろ

感
謝
祭
を
６
月
８
日
に
開
催

し
ま
す
。

　
こ
の
お
祭
り
は
、
境
港
を

代
表
す
る
海
の
恵
み
「
天
然

本
マ
グ
ロ
」
に
感
謝
し
、
そ

の
美
味
し
さ
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
消
費
拡
大

を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の

で
す
。
昨
年
は
、
過
去
最
大

と
な
る
約
８
０
０
０
人
が
来

場
し
、
大
盛
況
で
し
た
。

　
同
推
進
協
議
会
事
務
局
の

担
当
者
は
「
こ
と
し
も
、
境

漁
港
で
た
く
さ
ん
の
マ
グ
ロ

が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
の
会
場
は
『
マ
グ
ロ
づ

く
し
』
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
同
感
謝
祭
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
　

日
時
　
６
月
８
日
㈰
　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所
　
鳥
取
県
営
境
港
水
産

物
地
方
卸
売
市
場
２
号
上
屋

周
辺(

境
港
市
昭
和
町)

ー
ド
参
照)

か
ら
。
詳
し
く

は
、
同
社(

☎
42
―
２
１
２

１)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

内
容
　
▽
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ

ー
▽
マ
グ
ロ
切
り
身
販
売
▽

各
種
マ
グ
ロ
料
理
の
販
売
▽

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
グ
ル

メ
コ
ー
ナ
ー
▽
マ
グ
ロ
体
重

当
て
ク
イ
ズ
▽
お
絵
か
き
コ

ン
テ
ス
ト
▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど

　
詳
し
く
は
、
同
推
進
協
議

会
事
務
局(

境
港
水
産
振
興

協
会
内
・
☎
44
―
６
６
６

８)

ま
で
。

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
　
ク
　
ー
　
ル

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

７
月
１
日 

受
け
付
け
開
始

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

境
港
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル(

中
野
町
、

境
港
市
民
温
水
プ
ー
ル
内)

は
、
夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
同
教
室
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
程
　
７
月
24
日
㈭
・
25
日

㈮
・
26
日
㈯
・
27
日
㈰(

４

日
間)

場
所
　
境
港
市
民
温
水
プ
ー

ル対
象
　
３
歳(

お
む
つ
が
と

れ
て
い
る
こ
と)

～
11
歳

(

小
学
６
年
生)

受
講
料
　
▽
一
般
＝
５
３
０

０
円
▽
会
員
＝
４
８
０
０
円

申
込
期
間
　
７
月
１
日
㈫
～

19
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
～

６
時

実
施
時
間
・
内
容
・
定
員

≪
Ｂ
コ
ー
ス
≫

時
間
　
午
後
３
時
15
分
～
４

時
10
分

テ
ー
マ
　
水
慣
れ
～
ク
ロ
ー

ル定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り)

≪
Ｃ
コ
ー
ス
≫

時
間
　
午
後
４
時
15
分
～
５

時
10
分

テ
ー
マ
　
板
キ
ッ
ク
～
４
泳

法定
員
　
40
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り)

　
詳
し
く
は
、
同
ス
ク
ー
ル

(

☎
44
―
３
７
２
５)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マグロを買い求める大勢の来場者

12回目を迎える夏の風物詩12回目を迎える夏の風物詩

天然本マグロを堪能しよう

境港まぐろ感謝祭6月８日

5
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港タクシーをどうぞ安心と信頼の

境港市の移動を担い続けて60年
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スポットライトスポットライト

戴
宓
宓
さ
ん

日
本
と
中
国
の
友
好
に
尽
く
し
た
い

境
港
市
国
際
交
流
員

　

中
国
・
吉
林
省
琿
春
市
か
ら
戴ダ

イ

宓ミ

宓ミ

さ
ん
が
４
月
10
日
、

境
港
市
の
国
際
交
流
員
と
し
て
着
任
。
今
回
の
当
コ
ー
ナ
ー

は
、
戴
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　(

一
社)

境
港
観
光
協
会

は
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
時

の
も
て
な
し
事
業
の
一
環
と

し
て
、
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
と
も
に
様
々
な
地
元

団
体
と
連
携
し
た
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
プ
リ
ン
セ
ス
寄
港
時
に
は

「
玄や

し
ゃ
ご孫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

福
笑
い
や
独こ

　ま楽
回
し
な
ど
を

行
い
、
日
本
の
伝
統
的
な
遊

び
を
乗
船
客
や
ク
ル
ー
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
も
て
な
し
事
業
は

「
ノ
ン
バ
ー
バ
ル(

言
葉
を

使
わ
ず
に
情
報
や
感
情
を
伝

え
る)

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
海

外
の
お
客
様
と
地
元
の
子
ど

も
た
ち
が
触
れ
合
う
こ
と
で
、

お
客
様
の
満
足
度
を
上
げ
、

子
ど
も
た
ち
に
も
良
い
刺
激

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
と
し
４
月
に
は
、
ノ
ー

ル
ダ
ム
寄
港
時
に
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
で
は
お
な
じ
み
の

「
ゲ
タ
つ
み
」
を
乗
船
客
や

ク
ル
ー
の
皆
さ
ん
が
体
験
。

最
初
は
、
積
み
方
が
分
か
ら

な
か
っ
た
人
々
も
た
く
さ
ん

積
む
コ
ツ
を
実
際
に
見
せ
る

と
、
楽
し
ん
で
積
ん
で
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
５
月
19
日
の
ク
イ

ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
寄
港
時
に

は
「
育
成
こ
ど
も
園(

芝

町)

」
の
園
児
た
ち
が
日
ご

ろ
取
り
組
ん
で
い
る
神か

ぐ
ら楽
を

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
皆
さ
ん
に

披
露
。
こ
の
時
は
お
客
様
が

園
児
た
ち
に
質
問
し
た
り
、

写
真
撮
影
を
行
う
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム

も
設
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
５
月
30
日
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
寄

港
時
に
は
同
園
の
園
児
た
ち

が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
境
港
観
光
協
会
の
担
当
者

は
「
小
さ
い
う
ち
か
ら
海
外

の
人
々
と
触
れ
合
う
こ
と
で

自
信
に
つ
な
が
り
、
今
後
の

人
生
に
も
良
い
影
響
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
様
々
な
お
も
て
な

し
を
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
戴
さ
ん
は
、
日
本
に
は
今

回
で
３
回
目
の
来
日
と
な
り

ま
す
。
ま
ず
、
長
崎
外
国
語

大
学
に
短
期
留
学
し
、
中
国

の
大
学
を
卒
業
後
に
、
再
び

聞
き
、
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ

て
来
ま
し
た
。

　
戴
さ
ん
の
子
ど
も
さ
ん
は
、

市
内
の
小
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。「
先
生
も
優
し
く
、

友
達
も
で
き
て
よ
く
遊
ん
で

い
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
現
在
の
仕
事
は
主
に
、
書

類
の
翻
訳
や
中
国
文
化
の
紹

介
な
ど
。
境
公
民
館(

湊
町)

で
中
国
語
講
座
も
行
い
ま
す
。

毎
回
７
人
か
ら
８
人
程
度
で

実
施
。
戴
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
、

と
て
も
楽
し
ん
で
く
れ
ま
す
。

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

　
境
港
の
印
象
は
「
優
し
く

て
、
温
か
い
人
が
多
い
で
す

ね
。
毎
朝
、
挨
拶
し
て
も
ら

え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

職
場
は
、
子
ど
も
の
都
合
に

合
わ
せ
て
時
間
を
調
整
し
て

も
ら
え
る
の
で
、
助
か
っ
て

い
ま
す
。
街
は
、
と
て
も
き

来
日
。
東
京
で
木
材
関
係
の

会
社
で
４
年
間
、
経
理
な
ど

の
仕
事
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
帰
国
し
て
、
琿

春
市
の
公
務
員
に
。
主
に
法

務
関
係
の
仕
事

に
従
事
し
ま
す
。

こ
の
職
場
で
、

か
つ
て
境
港
市

の
国
際
交
流
員

を
し
て
い
た
人

た
ち
と
知
り
合

い
、
良
い
印
象

を
話
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
境

港
市
の
国
際
交

流
員
に
申
し
込

み
を
し
た
理
由

で
す
。

　
し
か
も
、
安

全
な
所
だ
と
も

れ
い
で
す
ね
。
特
に
海
辺
の

景
色
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

琿
春
市
に
は
、
海
が
な
い
か

ら
。
白
い
砂
や
松
の
木
も
本

当
に
素
敵
で
す
」
と
話
す
戴

さ
ん
。

　
最
後
に
「
中
国
語
に
興
味

中
国
語
講
座
講
師
を
務
め
る
戴
宓
宓
宓
宓
さ
ん

あ
る
人
に
は
、
本
場
の
中
国

語
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て

あ
げ
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

中
国
と
日
本
の
友
好
に
尽
く

し
、
懸
け
橋
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

　
覚
醒
剤
や
大
麻
を
始
め
と

す
る
違
法
薬
物
の
使
用
は
、

精
神
や
身
体
に
様
々
な
障
害

が
生
じ
、
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
違
法
薬
物
の
使

用
は
、
薬
物
を
使
用
し
た
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や

友
人
ら
周
囲
の
人
、
更
に
は

社
会
全
体
に
害
悪
を
及
ぼ
す

重
大
な
犯
罪
で
す
。

　
違
法
な
薬
物
の
う
ち
、
大

麻
事
犯
に
お
け
る
検
挙
人
員

は
高
い
水
準
に
あ
り
、
２
０

２
３(

令
和
５)

年
に
は
過

去
最
多
と
な
る
な
ど
、
特
に

若
年
層
を
中
心
と
し
た
大
麻

の
乱
用
拡
大
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
大
麻
の
有
害
性
は
、
特
に

成
長
期
に
あ
る
若
者
の
脳
に

対
す
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
が
、
近

年
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、
大
麻
の

危
険
性
・
有
害
性
を
否
定
す

る
よ
う
な
誤
っ
た
情
報
が
ネ

ッ
ト
上
に
広
が
り
、
大
麻
に

対
す
る
警
戒
心
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
違
法
薬

　
境
港
市
は
、
30
歳
代
か
ら

60
歳
代
を
中
心
と
し
た
「
働

き
盛
り
世
代
」
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
健
康
経
営
の
普
及

が
進
ん
で
お
り
、
多
く
の
企

業
が
健
康
経
営
を
戦
略
的
に

取
り
入
れ
る
動
き
が
広
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
は
、
活
気
の
あ

る
職
場
を
つ
く
り
、
従
業
員

が
健
康
に
な
る
こ
と
で
労
働

生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
し
、

結
果
的
に
企
業
業
績
や
企
業

価
値
の
向
上
な
ど
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
働
き
盛
り
世
代
が
元
気
で

い
き
い
き
と
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
充
実
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
生
活
を

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
の
職
場
な
ど
に
市

職
員(

保
健
師
、
管
理
栄
養

士)

が
伺
い
、
出
前
健
康
講

座
を
行
い
ま
す
。

　
同
講
座
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
１
日
㈫
以
降

時
間
　
１
回
30
分
～
１
時
間

程
度(

講
座
実
施
時
間
、
開

始
時
間
な
ど
は
要
相
談)

対
象
　
概
ね
30
～
60
歳
代
の

人人
数
　
１
回
に
つ
き
、
概
ね

50
人
ま
で

派
遣
職
員
　
市
保
健
師
、
管

理
栄
養
士

会
場
　
申
し
込
ん
だ
事
業
所

・
団
体
で
準
備

予
約
方
法
　
６
月
13
日
㈮
か

ら
健
康
づ
く
り
推
進
課
に
電

話
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

申
込
開
始(

電
話
＝
47
―
１

０
４
１
、メ
ー
ル
＝kenko@

city.sakaim
inato.lg.jp

）

　
詳
し
く
は
、
市
健
康
づ
く

り
推
進
課
ま
で
。

物
の
売
買
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い

る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、

そ
の
売
買
に
よ
っ
て
得
た
収

益
は
犯
罪
組
織
や
暴
力
団
の

資
金
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
警
察
は
、
薬
物
乱
用
の
な

い
社
会
を
目
指
し
て
取
締
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
地
域

社
会
全
体
で
話
し
合
い
、
私

た
ち
の
周
り
か
ら
乱
用
防
止

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
境

港
警
察
署
は
、
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

ま
で
。

６月３日㈫ 午前　　　　産業医

６月５日㈭ 午前　　　　産業医

６月11日㈬ 午前　　　精神科医

６月12日㈭ 午前・午後 産業医

６月19日㈭ 午前・午後 産業医

６月26日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

６月の相談日

地域で広げよう

薬物乱用防止の輪
ー 境港警察署 ー

出
前
健
康
講
座
を
実
施

健
康
経
営
を
応
援
し
ま
す

境 港 市

もてなし事業で連携

クルーズ客船寄港時に
ー 境港観光協会 ー

6
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•
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7

境　港

№117

青色申告会

青色申告会の元気企業

３代目と４代目で切り盛り

　
境
港
市
内
で
４
代
続
い
て

い
る
司
法
書
士
事
務
所
が
あ

り
ま
す
。
湊
町
の
川
田
司
法

書
士
事
務
所
は
、
３
代
目
・

一
郎
さ
ん
と
４
代
目
・
竜
平

さ
ん
と
い
う
２
人
の
司
法
書

士
、
そ
し
て
事
務
員
２
人
の

計
４
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
事
務
所
は
１
９
７

８(

昭
和
53)

年
、
２
代
目
・

俊
弘
さ
ん
の
時
に
ス
タ
ー
ト

し
て
、
47
年
の
歴
史
を
刻
ん

で
い
ま
す
。

　
さ
て
、
４
代
目
の
竜
平
さ

ん
で
す
が
、
親
の
職
業
が
司

法
書
士
だ
か
ら
と
い
っ
て
初

め
か
ら
司
法
書
士
を
目
指
し

て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
結
果
的
に
司
法
書
士
に

な
っ
た
と
い
う
の
が
事
実
の

よ
う
で
す
。

　
４
代
目
は
大
学
卒
業
後
、

特
に
や
り
た
い
こ
と
が
な
く

東
京
で
塾
講
師
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
体

調
を
崩
し
、
境
港
の
実
家
で

療
養
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
社
会

復
帰
と
い
う
こ
と
で
、
一
郎

さ
ん
の
事
務
所
の
手
伝
い
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
よ
う
や
く
司
法

書
士
の
仕
事
に
目
覚
め
、
司

法
書
士
試
験
に
向
け
た
勉
強

を
始
め
ま
し
た
。
努
力
の
甲

斐
あ
り
、
２
０
２
２
年
に
見

事
合
格
。
司
法
書
士
会
の
新

人
研
修
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
を
受
け
、
２
０
２
４
年
１

月
に
司
法
書
士
登
録
と
な
り

ま
し
た
。

　
司
法
書
士
の
仕
事
と
い
え

ば
、
不
動
産
の
名
義
変
更
、

会
社
設
立
の
手
続
き
、
高
齢

者
の
財
産
管
理(

成
年
後

見)

の
ほ
か
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
で
発
生
す
る
様
々
な

法
律
問
題
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
は

相
続
登
記
の
義
務
化
が
始
ま

り
、
登
記
事
務
の
依
頼
が
増

加
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ

こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
相

続
登
記
を
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
相
続
人
が
亡
く
な
っ
て
い

て
そ
の
子
な
ど
が
相
続
人
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。

境港青色申告会  青色ひろば

予測できない将来に備える保険

　老後の生活を支える「年金」に関心のある人が増え
てきています。年金と聞くと、老後に受け取るお金と
考えてしまいますが、年金が役立つのは老後だけでは
ありません。実はもっと幅広い役割を持たされています。
　年金には、老後の生活を支える老齢年金、病気やケ
ガで重い障害を負ったときの生活を支える障害年金、
生活を支える人を失った遺族の生活を支える遺族年金
と大きく３種類あります。このように「予測できない
将来に備える生涯にわたる保険」として、年金制度は
広く運営されています。
　さて、多くの人の関心の的は「いくら受け取ること
ができるのか」ということだと思います。ご承知のよ
うに、年金は誰でも同じ金額を受け取ることができる
というわけではありません。
　今までどのような職業につき、どのような年金に加
入していたのか、どのくらいの期間加入してきたのか
という、皆さんのこれまでの「働き方」によってもら
える年金額や種類が変わってきます。
　働き方によって、加入する年金制度は▷職業や国を
問わず、日本で生活する20歳以上60歳未満の人が必ず
加入する国民年金(自営業者、農業者、学生など)▷会
社員が加入する厚生年金▷公務員が加入する共済年金
－の３種類です。
　このように、職業や働き方によって加入する年金が
強制的に決まるので、自分の好きな年金に加入できる
わけではありません。自分の年金がいくらもらえるの
か、今までどの年金制度に加入してきたのかなどにつ
いては「ねんきん定期便」で確認できます。
　ねんきん定期便は毎年、誕生月にハガキか封書で送
られてきます。50歳以上のねんきん定期便には、現時
点での納付状況が60歳まで継続すると想定した上で
の受給額が試算されていますので、定年後のライフプ
ランなどに活用できます。
　また、ねんきん定期便にある年金加入履歴で、これ
までに加入した年金の種類、勤め先、取得年月日、加
入月数などの記載がありますので、もれや誤りがない
かを確認できます。
　特に女性は、結婚・退職・夫の転職など、記録に変
化が生じやすいため注意が必要です。その場合は、近
くの年金事務所でご相談ください。　　　　　　　N

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

青
申
会
だ
よ
り

　
依
頼
者
は
そ
の
相
続
人
と

面
識
の
な
い
場
合
が
あ
り
、

そ
う
な
る
と
相
続
登
記
に
協

力
し
て
も
ら
う
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
に
気
を
付
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
事

情
説
明
す
る
た
め
の
手
紙
を

書
く
こ
と
に
時
間
と
手
間
を

か
け
て
い
る
の
だ
と
か
。

　
最
近
は
、
単
純
な
仕
事
が

　
い
わ
ゆ
る
「
１
０
３
万
円

の
壁
」
を
巡
る
議
論
が
注
目

を
集
め
ま
し
た
が
、
２
０
２

５(

令
和
７)

年
分
以
後
の

所
得
税
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

基
礎
控
除
額
の
増
額
　
合
計

所
得
金
額
が
２
３
５
０
万
円

以
下
の
場
合
の
基
礎
控
除
額

が
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、

58
万
円
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
所
得
金
額
に
よ
っ
て
は

追
加
控
除
が
あ
り
ま
す

給
与
所
得
控
除
の
見
直
し
　

給
与
所
得
控
除
は
、
最
低
保

障
額
が
現
在
の
55
万
円
か
ら

10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、

65
万
円
と
な
り
ま
す

特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設

生
計
を
一
に
す
る
19
歳
以
上

23
歳
未
満
の
親
族(

配
偶
者
、

青
色
事
業
専
従
者
を
除
く)

で
、
控
除
対
象
扶
養
親
族
に

該
当
し
な
い
者
が
い
る
場
合

に
、
所
得
控
除
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
制
度(

特
定
親

族
特
別
控
除)

が
創
設
さ
れ

ま
し
た

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
要
件

の
見
直
し
　
基
礎
控
除
引
き

上
げ
に
伴
い
、
同
一
生
計
配

偶
者
と
扶
養
親
族
の
合
計
所

得
金
額
要
件
が
現
行
の
48
万

円
以
下
か
ら
58
万
円
以
下
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
　
　
M

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
県

外
か
ら
の
観
光
客
や
国
際
ク

ル
ー
ズ
客
船
か
ら
の
お
客
様

の
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
境
港
の
景
色
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
４
月
の
新
年
度
か
ら
２
カ

月
が
過
ぎ
ま
す
。
境
港
青
色

申
告
会
も
、
新
し
い
年
度
が

動
き
始
め
ま
し
た
。

　
５
月
29
日
に
は
総
会
を
開

催
。
２
０
２
４
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
報
告
と
２
０
２

５
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ

れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
出
席
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
青
色
申
告
会
女
性
部
で

行
っ
て
い
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
研
修
会
な
ど
の
事

業
も
引
き
続
き
計
画
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

ご
希
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
I

【事業所のあらまし】
事業所名	 川田司法書士事務所
代 表 者	 川田 一郎（かわた・いちろう）
所 在 地	 境港市湊町20
事業内容	 司法書士、行政書士
営業時間	 9：00～17：３0
定 休 日	 第2・第4土曜日､日曜日､祝日
T E L	 0859-44-55３３
F A X	 0859-44-55３4

ー 川田司法書士事務所 ー

減
っ
て
、
何
か
し
ら
ト
ラ
ブ

ル
の
絡
む
こ
と
も
多
く
、
弁

護
士
と
の
連
携
な
ど
が
増
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
４
代
目
か
ら
「
複

雑
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
む

社
会
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

決
意
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
H

所得税の改正

税務・会計
一口メモ

北

川田司法書士事務所

●
境小
●
境小

山陰合同銀行
境港支店
●

山陰合同銀行
境港支店
●

労働保険事務組合

株式会社 マイオフィス
マイオフィス

〒684－0033  境港市上道町2115－3　TEL 0859－44－3780

会社の一部門としてご活用ください

あなたに代わってお仕事しますあなたに代わってお仕事します
◎社会保険の標準報酬月額の定時決定
◎労 働 保 険 料 の 年 度 更 新 手 続
◎給 料 計 算・各 帳 票 の 作 成
社会保険労務士事務所 マイオフィス 株式会社 友和・保険センター

本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください

やさしい年金の話

事務所を運営する川田一郎さん（前列右）・
竜平さん（前列左）と2人の事務スタッフ



まごころ共済まごころ共済まごころ共済（自動車事故費用共済）

○死亡事故（300万円限度）、後遺障害（300万円限度）、入通院等に対応
○特約　自損事故にも対応（3万円以上の車両損害の場合に3万円支給）
　　　　対物事故にも対応（2万円以上の損害の場合に3万円支給）
○契約者が法人の場合、契約者のほか従業員さんの運転事故にも対応します。
○契約者が個人の場合、契約者のほか家族とその他 2名の運転事故にも対応します。
　※詳しくは、右記へお問い合わせください。

代理所  境港商工会議所

島根県火災共済協同組合
【お申し込み・お問い合わせ】

☎0852－21－0249
〒690－0886  松江市母衣町55－4

☎0859－44－1111
〒684－8686  境港市上道町3002

まごころ共済は、道義的責任（誠意）としてのお見舞い、供花料、通夜費用、香典料等の費用を補填します。

『自動車運転』もしあなたが人身事故を起こしたら、もし加害者になったら
大きな責任　　　　　と　　　　多額の自己負担

「自賠責保険と任意保険。それだけで十分でしょうか？」

米子－台北国際定期便が、5月29日から週2便で運航開始！（月曜日·金曜日）グルメや絶景ス
ポットなど、魅力あふれる台湾の旅に出かけませんか。 皆様のご利用をお待ちしています。

タイガーエア台湾 就航！

米子 ⇔ 台北　週２便で運航中　 月　 金

「グループ旅行支援」や「パスポート取得支援」 もあります！
詳しくは https://www.pref.tottori.lg.jp/260090.htm

※時刻は現地時間(時差1時間)です。

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
㈲
浜
橋
商
店(

渡
町)

が
販

売
し
て
い
る
店
舗
の
名
前
は

何
で
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の

で
、
正
解
は
①
の
「
境
港
水

産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
」
で
し

た
。

賞
品
　
イ
ワ
シ
み
り
ん
干

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
杉
山

あ
い
子(
竹
内
町)

▽
遠
藤
晴

　
米
子
―
境
港
間
の
高
規
格

道
路
実
現
に
進
展
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
中
国
横
断
自
動
車

道
岡
山
米
子
線
・
米
子
―
境

港
間
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
に
対
し
、
こ
と
し
４
月

に
中
国
地
方
整
備
局
が
事
業

化
に
向
け
た
計
画
段
階
評
価

子(

渡
町)

▽
渡
部
靖
郎(

森

岡
町)

▽
大
江
佐
美(

松
ヶ
枝

町)

▽
山
田
光
興(

湊
町)

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈲
浜
橋
商
店

(

渡
町)

 

夢
み
な
と

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
恒
例
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り

出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
古
着
な
ど
、

何
が
出
品
さ
れ
る
か
は
お
楽

し
み
。

日
時
　
６
月
21
日
㈯
・
22
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
１
階 

多
目
的
ホ
ー

ル
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

料
金
　
入
場
無
料

 

夢
み
な
と
工
房

 

～
フ
リ
マ
同
時
開
催
～

　
大
人
気
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
同
時
開
催
。
自
分
だ

を
進
め
る
た
め
の
調
査
カ
所

に
指
定
し
た
の
で
す
。
こ
の

先
▽
優
先
区
間
の
絞
り
込
み

調
査
▽
概
略
ル
ー
ト
構
造
の

検
討
▽
詳
細
ル
ー
ト
・
構
造

の
検
討
▽
都
市
計
画
・
環
境

ペ
ン
を
置
い
て

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ

リ
ー
や
雑
貨
作
り
を
楽
し
も

う
。

日
時
　
６
月
21
日
㈯
・
22
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
　
１
階 

エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ロ
ビ
ー

料
金
　
有
料
、
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
で
料
金
が
違
い
ま
す

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
な
ど

詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ
ワ

ー(

☎
47
―
３
８
０
０)

へ
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
る
た

め
の
調
査
▽
新
規
採
択
時
評

価
を
経
て
、
よ
う
や
く
新
規

事
業
化
と
な
る
そ
う
で
す
。

少
し
で
も
早
く
完
成
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈲丸八水産(福定町)

６月９日㈪(当日消印有効)

㈲丸八水産(福定町)が米子鬼太郎空港(佐斐
神町)で営業している飲食店の名前は何でし
ょうか。(ヒントは４ページ)

① まるはち水産
② 丸八商店
③ まるはち屋

賞品 「ベニズワイガニらぁ麺シングル」　
　　　食事券　  　 　 　３名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席

焼菓子とパンの種類は豊富

○創業のきっかけ？…重度の知的障がいのある息子が養護
学校高等部を卒業したのち、自信をもって地域で生きて
いくことを目指し、2004(平成16)年にミニ型作業所「お
菓子屋くれぱす」を設立しました。苦手なことでも利用
者さんがそれぞれの強みを生かし、みんなで協力して作
るお菓子作りは、仲間がどんどん増え、2009(平成21)
年からは、パン作りにも取り組んでいます。2019(令和
元)年には、就労だけにとらわれない支援を目指し、法
人名を「穂

ほ

のしるべ」と改め、お店の名前も創業時から
原料としてこだわっている国産小麦にちなんで、フラン
ス語で麦の穂を意味する「エピ」と、色とりどりを表す
「クルール」をかけ合わせ「えぴくる」と名称を変更しま
した。
○おすすめポイントは？…粉の計量から製造・袋入れまで、
多くの作業工程を利用者の皆さんと職員が一緒になって
たくさんのお菓子とパンを製造しています。創業時から
国産小麦やバターなどの材料にこだわり、身体に優しい
商品を一つ一つ丁寧に作っています。
○お客様は？…幅広いお客様に来ていただいています。今
春は、みなとテラス横の境中央公園がリニューアルされ
たこともあり、お子様連れのご家族にも多く来店してい
ただいています。
○今後の事業展開（展望）？…お菓子とパン作りを中心に立
ち仕事が多い当店ですが、利用者の皆さんやお客様の多
岐にわたるニーズに少しでも応えていくことができるよ
うに、今年度は陶芸部門と手芸部門をスタートする計画
を立てています。独創的な色や形から仕上がる新しい商
品を楽しみにしながら、意欲的に社会参加できる環境を
整えていきたいと思っています。
○一言PR・意気込み…利用者さん全員で心を込めて作る
お菓子とパンです。応援してくださると嬉しく思います。

北

●境港
　郵便局
●境港
　郵便局

境中央公園
お菓子とパンの店 えぴくる

●境高●境高

【事業所のあらまし】
代 表 者 	岩佐美穂(いわさ・みほ)
所 在 地	 境港市上道町3322
T E L	 0859-47-4030
営業時間	 9：00～17：30
休 業 日	 土・日曜日
事業内容	 障がい者就労継続支援B型事業所
	 菓子・パン製造、販売

かわいらしい黄色の建物が目印

お菓子とパンの店
えぴくる


	_出力_658号01面
	_出力_658号02面
	_出力_658号03面
	_出力_658号04面
	_出力_658号05面
	_出力_658号06面
	_出力_658号07面
	_出力_658号08面

